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■第 31 回支部幹事会を開催 
第 31 回支部幹事会は、6月 18 日（水）15 時から「ゆいまーる

ひたち」5階会議室で開催されました。 

まず、鈴木支部長から「本日は、親切会・関東支部新体制発足

から 8年目となり、昨年度決算・本年度予算案の審議と、今年度

の具体的活動について議論したい」との挨拶がありました。続い

て、法人幹事の日立産機システム殿が川畑さんから秋山さんに代

わられた紹介と秋山さんからの自己紹介がありました。 

議事に入り、前回の支部幹事会以降の支部への「個人新規加入

者」「個人退会者」の報告がなされました。続いて、「2024 年度の

決算」報告及び「2025 年度予算案」についての審議に入り、2025

年度予算案は、一部寄附金の減額と旧北陸支部の前期繰越金の処

理を再検討することで承認されました。また、2024 年度監査の

結果については、鈴木監事作成の監査コメントが読み上げられ、

承認されました。 

今年度の具体的活動については、「善行者表彰」、「使用済み切

手の回収」、「災害備蓄品の寄贈」、「社会福祉団体等への寄附」、 

「歳末募金活動」が提案され、承認されました。 

次に、「北陸支部」の「関東支部」への統合については、3月の理事会の承認により、北陸支部の法

人会員 2社、個人会員 39 名が関東支部に異動するとの報告がなされました。 

また、「IT 化の推進」については、会員の利便性の向上の為、「会費支払い方法の改善」が 7月より

実施されることが報告されました。 

最後に法人幹事から、「今後とも新しい会員の獲得、IT 化の推進が重要」との意見をいただきまし

た。次回の開催は、9月 17 日(水）を予定しています。 

【写真下段:左から法人幹事会社の社会保険労務士法人なんの木事務所:高杉、HISYS-FS:市川、 

日立産機システム:秋山の 3幹事です】 

       (西森記)  

■北陸支部、関東支部の統合のお知らせ！ 
本年４月１日を持ちまして、北陸支部は関東支部と統合となり、関東・

北陸支部として、新しくスタートすることとなりました。北陸支部では、

長年にわたり、日立製作所北陸支社のご協力・ご支援により、支部長が中

心となって、活動を行ってきました。 

しかしながら、会員の高齢化および会員減少等により、今後の北陸支

部単独での活動存続は厳しいとの意見が北陸支部幹事会から寄せられ、

今回、北陸支部を関東支部に統合することとなったものです。これによ

り関東支部の名称は「関東・北陸支部」となります。 

 旧北陸支部の個人会員、法人会員の皆さんは、統合後は、希望により、関東・北陸支部の会員とし

て継続されます。また、旧北陸支部幹事・監事は、統合日時を以って退任となりました。 

但し、支部長藤農氏は、当面の間、北陸地区の連絡担当として、関東・北陸支部の幹事として任命さ

れました。        (米山記) 
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■親切会個人会費の支払い方法変更のお知らせ！ 

今までの個人会費の支払いは、現金払いと郵便窓口対応のみでしたが、今回か

らコンビニでの支払いや、自宅から paypayでの支払いが可能となります。振込

用紙も変更となりますので、今回の分から皆様にお届けします。当面は関東・北

陸支部のみですが、漸次全国支部にも展開します。 

また、インターネットバンキングを利用できる方は、直接親切会口座への振込をお願いします。  

(米山記) 

■㈱日立ソリューションズ（HISOL）殿による災害備蓄品の子ども食堂への提供（第 2 弾） 
関東・北陸支部では、2022 年から連合東京傘下

の「子ども・若者フラットフォーム（愛称 HOPE・

ほっぺ）が行っている災害備蓄品の子ども食堂へ

の提供に、日立グループ各社の参加を呼び掛けて

います。（詳細は、親切だより 2025 年 1 月号に記

載） 

今回は、1 月に続き、5 月に第 2弾として HISOL

殿に賛同頂くことになり、「そのままご飯」120箱

（30箱×4種類）を寄贈頂きました。HISOL殿本

社ビルで、HISOL 林副本部長殿、連合東京/斉藤会

長殿、HOPE/真島事務局長殿、親切会関東・北陸支

部、森幹事・平田幹事の立ち合いの下、引き渡し

式が行われました。頂いた食品は、HOPEより都内の子ども食堂に送られ、様々なイベントの際に必要

とする皆さまへ配布されます。現在、物価高に加え、コメ不足でもあり、災害備蓄品は貴重な資源と

して活用されています。親切会では、今後も継続してこの支援の輪に加わっていきたいと考えていま

す。会員各社の皆さまのご協力をぜひお願いします。          (米山記) 

 

■２０２４年度寄附先訪問の紹介(第 3 報) 

 皆様から頂戴した寄附金は、今年度も身障者支援、子供支援、教育支援、環境保全支援に使用させ

ていただきました。重ねて御礼申し上げるとともに、今後ともお力添えをどうぞよろしくお願いしま

す。                                (西森記)  
〈日立横浜理科クラブ様:横浜市戸塚区> 〈高風子供園様:横浜市中区〉     〈高風子供園様:横浜市中区〉 

〈ときわ会あさやけ作業所様:東京都小平市> 〈紅梅会様:神奈川県厚木市>   〈紅梅会様:神奈川県厚木市> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様のご協力に感謝申し上げます 


